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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 6,566 5.6 198 7.4 265 9.4 157 18.5

2021年３月期第１四半期 6,219 4.1 184 26.5 242 18.6 133 △58.8
(注) 包括利益 2022年３月期第１四半期 3百万円( △99.0％) 2021年３月期第１四半期 311百万円( 71.9％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 15.03 －

2021年３月期第１四半期 12.78 －
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 31,678 21,454 67.7

2021年３月期 32,133 21,749 67.7
(参考) 自己資本 2022年３月期第１四半期 21,454百万円 2021年３月期 21,749百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00

2022年３月期 －

2022年３月期(予想) 15.00 － 15.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,000 3.8 800 14.7 900 6.1 540 △3.7 51.66
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 11,440,000株 2021年３月期 11,440,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 951,226株 2021年３月期 960,226株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 10,486,107株 2021年３月期１Ｑ 10,410,955株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は、様々な要因等により大きく異なる可能性があります。

　

　



東洋テック株式会社(9686) 2022年３月期 第１四半期決算短信

1

○添付資料の目次

　

　

１．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………２

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………２

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………４

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………６

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………６

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………６

（会計方針の変更） …………………………………………………………………………………６

　

　



東洋テック株式会社(9686) 2022年３月期 第１四半期決算短信

2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,984,071 5,487,184

受託現預金 5,271,242 5,113,937

受取手形及び売掛金 2,251,422 2,355,799

商品 2,792 9,477

貯蔵品 337,745 317,856

販売用不動産 － 294,000

その他 385,320 459,995

貸倒引当金 △698 △745

流動資産合計 14,231,897 14,037,505

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,635,173 2,604,092

機械装置及び運搬具（純額） 1,743,329 1,842,498

土地 5,843,628 5,843,628

建設仮勘定 18,625 16,535

その他（純額） 485,655 474,300

有形固定資産合計 10,726,411 10,781,054

無形固定資産

ソフトウエア 561,822 529,530

のれん 160,098 135,982

その他 100,610 108,583

無形固定資産合計 822,531 774,096

投資その他の資産

投資有価証券 5,141,732 4,921,023

繰延税金資産 162,129 138,636

退職給付に係る資産 407,918 413,987

その他 649,768 620,744

貸倒引当金 △9,359 △8,774

投資その他の資産合計 6,352,189 6,085,618

固定資産合計 17,901,132 17,640,768

資産合計 32,133,029 31,678,274
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 470,138 352,937

短期借入金 565,000 860,000

1年内返済予定の長期借入金 2,227,748 2,226,248

リース債務 3,150 3,169

未払法人税等 195,495 54,091

預り金 672,221 755,706

賞与引当金 508,701 256,431

役員賞与引当金 36,350 10,015

契約負債 － 191,110

その他 2,371,487 2,182,516

流動負債合計 7,050,294 6,892,227

固定負債

長期借入金 1,805,568 1,744,506

リース債務 18,454 17,949

繰延税金負債 795,272 713,026

退職給付に係る負債 389,271 388,056

長期契約負債 － 145,221

その他 324,636 322,793

固定負債合計 3,333,203 3,331,552

負債合計 10,383,498 10,223,780

純資産の部

株主資本

資本金 4,618,000 4,618,000

資本剰余金 8,519,701 8,519,701

利益剰余金 8,550,344 8,400,759

自己株式 △809,840 △800,831

株主資本合計 20,878,206 20,737,630

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,204,472 2,049,666

土地再評価差額金 △1,362,016 △1,362,016

退職給付に係る調整累計額 28,868 29,212

その他の包括利益累計額合計 871,325 716,863

純資産合計 21,749,531 21,454,493

負債純資産合計 32,133,029 31,678,274
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 6,219,106 6,566,422

売上原価 4,953,849 5,241,680

売上総利益 1,265,257 1,324,741

販売費及び一般管理費 1,080,311 1,126,185

営業利益 184,946 198,556

営業外収益

受取利息 35 36

受取配当金 60,244 69,353

その他 11,994 10,910

営業外収益合計 72,273 80,300

営業外費用

支払利息 8,657 10,980

その他 6,178 2,772

営業外費用合計 14,836 13,753

経常利益 242,383 265,103

特別利益

投資有価証券売却益 － 0

固定資産売却益 － 38

特別利益合計 － 38

特別損失

減損損失 832 －

固定資産除却損 8,979 10,070

その他 － 1,790

特別損失合計 9,812 11,860

税金等調整前四半期純利益 232,571 253,282

法人税、住民税及び事業税 14,449 23,214

法人税等調整額 85,021 72,396

法人税等合計 99,471 95,610

四半期純利益 133,100 157,671

親会社株主に帰属する四半期純利益 133,100 157,671
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益 133,100 157,671

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 170,949 △154,806

退職給付に係る調整額 7,713 344

その他の包括利益合計 178,663 △154,462

四半期包括利益 311,763 3,209

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 311,763 3,209

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、主に次の変更が

生じております。

（1）機械警備契約に係る収益認識

警備事業に係る機器設置工事については、役務提供完了時点において一時点で収益を認識しておりましたが、機

械警備サービスの契約期間に応じて収益を認識する方法に変更しております。

（2）ビルメンテナンスに係る収益認識

ビルメンテナンスについては、契約ごとに期間に応じて収益を認識しておりましたが、識別された履行義務の充

足に従い、収益を認識する方法に変更しております。

（3）工事契約に係る収益認識

建設工事については、工事完成基準を適用しておりましたが、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわた

り収益を認識する方法に変更しております。また、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、主として発生

原価に基づくインプット法によっております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は124,513千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ124,513千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は210,679千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年

度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業

会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧

客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

　


